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 国内規格または ISO規格を用いたルート内に、栄養剤を約 1.5時間で注
入し、栄養剤の注入前後に国内規格または ISO規格の注入器でフラッシュ
した 20 mL の滅菌精製水を培養試料とした。 












【結果】残存細菌数の中央値が 104 CFU/mL を超えたのは、両規格とも 9
日目であったが、洗剤使用の有無による違いはなかった。変換コネクタ使
用時は、3群とも 7 日目に 104 CFU/mL を超えた。 








タ使用時では 6 日以内の交換が望ましいと考えられた。 
 細菌汚染の観点から変換コネクタの使用は推奨されず、移行期間中はで
きるだけ国内規格と ISO規格を混在させないことが重要と考えられた。 
